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～病院理念～ 
市民に選ばれる 市民のための 安心で心あたたまる病院 

院長のご挨拶 院長 吉岡 茂 

 今回の９日間にわたる長期の正月休み期間中、インフルエ
ンザが大流行し、当院の救急外来には、非常に多くの発熱患
者が受診されました。これに新型コロナ等も加わった感染症の
流行はまだまだ続くと思われますので、皆様方には、十分感染
対策に留意してお過ごしいただきたいと思います。 
 さて、毎年師走の時期に１年を振り返って、千葉市より発
表されている漢字は、今回は「前進」の「前」でありました。これ
は千葉市の各部門、各職場で多くの前進がみられたことによる
そうです。当院の「前進」として挙げられることは、まず、しばらく
１名体制が続いていた整形外科が２名体制となり、高齢者
の大腿骨骨折などの入院手術が対応可能となったことです。
今後、段階的に整形外科医は増員され、新病院では以前と
同様の規模で整形外科診療を行っていく予定です。また、心
臓血管外科に新たな血管外科専門医が加わり、動脈瘤に対
するステントグラフト手術を再開することができたこと、そして能

登半島地震災害支援として、当院
初のDMAT隊および災害支援ナー
スの県外派遣をおこなったことも当
院にとっては大きな「前進」でありま
した。また昨年12月、新病院の名
称案が「千葉市立幕張海浜病院」
と決定したことも「前進」と言えるで
しょう。このように当院は新病院に
向けて、一歩一歩着実に「前進」してきております。 

１年前から開始された新病院の工事も順調に進み、いよい
よ今年より病院本体工事が始まります。今後も当院は、小児
から高齢者まで幅広い年齢層に切れ目なく対応できるよう、
診療科整備を進めてまいります。 
引き続き皆様からのご指導どうぞよろしくお願い申し上げます。  

病院救急車利用の現状           救急科統括部長 本間 洋輔

 千葉市立海浜病院では、救急救命士を病院職員として雇
用し、「早期の医療介入」「地域医療機関連携の強化」「消
防救急車の適正利用」を柱として、病院救急車の運用を積
極的に行っております。病院救急車の運用は、主に以下の２
つのケースで行っています。 
１．迎え搬送：他院からの紹介・転院の際に出動し、搬送
中の車内から診察を開始します。 
２．送り搬送：当院での処置が難しい場合や、他院での治
療が望まれる場合には、患者様を他院へ搬送します。 
 出動エリアを固定しておらず、患者様の治療内容や重症度
に応じて市内外、県内外問わず対応しています。また、新生
児から高齢者まで幅広い年齢層の患者様に対し病院救急
車を所有しているから行える医療提供を行っています。 
 搬送業務は全診療科の患者様を対象としており、年齢・性
別・疾患に応じて、担当科の医師・看護師・臨床工学技士・
救急救命士等がチームを組み、車内から早期な医療介入を

行っています。 さらに、当院の医師と他院の医師が直接治療
方針を確認し合うことで、より詳細な情報が共有され、適切な
医療提供や医療機関同士の連携強化に取り組んでいます。 
 近年、流行感染症の影響で119番通報から消防救急車
到着までの時間が長くなり、重症患者への迅速な対応が難し
くなっています。他院から海浜病院への転院時に病院救急車
を活用することで、消防救急車の適正利用に繋がります。 
 2023年９月に病院救急車の本格運用を開始し、2025
年１月現在で約800件の搬送実績を上げています。 今後も
積極的に病院
救急車を活用
し、地域医療
の向上・消防
救急車の適正
利用に貢献し
てまいります。 



 令和８年秋に開院を予定している新病院について、令和６
年12月に名称案を公表しました。また、令和５年12月に着
工した新病院整備工事の進捗についてもご案内いたします。 
１．新病院の名称案について 
千葉市立新病院の名称案を、「千葉市立幕張海浜病院」と
決定しました。 

（１）決定理由 
 名称には、幕張新都心に位置する他の多くの施設と同様
に、施設名称に地域名である「幕張」を冠することにしました。
また、ZOZOマリンスタジアムやJFA夢フィールド等が整備され
ている都市公園「県立幕張海浜公園」および「幕張海浜エリ
ア」で用いられている「幕張海浜」を取り入れることで、施設の
場所をわかりやすく示すとともに、新病院および周辺地域の知
名度向上、イメージアップにつながることを期待しています。 
さらに、これまで約40年もの間親しまれている「海浜病院」の
名称を残すことで、新病院が「海浜病院」を基盤とした新たな
病院であることを伝え、引続き皆様に愛着を持っていただける
よう願いを込めています。 

（２）募集状況 
 令和６年９月１日から９月30日まで募集し、応募総数
は合計922件で、提案された名称の種類は、合計496案で
した。 
（３）決定方法 
 医療従事者を含む病院局職員で構成された「新病院名称
設定委員会」において、応募された名称を審査した結果、名
称案が決定されました。 
２．新病院整備工事の進捗について 
 令和7年1月末現在、新病院の建設工事は着実に進行し
ています。これまでに、敷地全体の地盤改良工事が完了し、
病院本体棟の基礎工事も順調に終了しました。現在は鉄骨
工事が開始されています。この工程では、建物の骨格となる
部分が組み立てられ、建設現場には大きなクレーンが稼働
し、高さのある建物の姿が少しずつ見え始めています。 

 

新病院建設の進捗     病院局経営企画課 病院整備室長 関谷 知之 

リソースナースの活動について(がん看護外来)  外来看護師長 狩野 桂子 
 がんと診断されてから治療を継続していく中で、患者さん・ご
家族は身体的・心理的・社会的に様々な不安や悩みを抱え
ながら生活をしています。そうした中、患者さん・ご家族が必要
な情報提供を受け、治療の選択や生活と治療の両立などの
様々な意思決定を行いながら、その人らしく療養生活を送る
ための支援提供の場として、2016年にがん看護外来を開設
しました。2022年11月からは専用の面談スペースを設け、が
ん関連の認定看護師４
名（乳がん看護認定看
護師１名、緩和ケア認
定看護師１名、がん化
学療法看護認定看護
師２名）がそれぞれの
専門性を活かしながら、

医師、病棟・外来の看護師、薬剤師、栄養士、ソーシャル
ワーカー、訪問看護師など院内・外の多職種と連携し、週５
日体制で患者・家族の支援に取り組んでいます。 
 これからも、患者さん・ご家族の思いに寄り添いながら、共に
考え「その人らしさ」を支えるための場を提供していきたいと思い
ます。 

新病院名称案決定 
（市HP） 

新病院整備工事について 
（鹿島・鵜沢JV HP） 

交通案内 
＜JR総武線 新検見川駅＞ 

 南口４番乗り場から千葉海浜交通バス 

①「海浜病院」行きで約20分、「海浜病院」下車 

②「磯辺高校」または「稲毛ヨットハーバー」行きで約20分、 

  「磯辺８丁目」下車徒歩3分                 

＜JR京葉線 検見川浜駅＞ 

 北口４番乗り場から千葉海浜交通バス 

①「海浜病院」行きで約10分、「海浜病院」下車 

②「磯辺高校」または「稲毛ヨットハーバー」行きで約10分、 

  「磯辺８丁目」下車徒歩3分 

千葉市立海浜病院ホームページはこちら ▶▶▶ 

世界早産児デーへの取り組み   NICU看護師 土屋 恵子・松本 直美 

 世界早産児デーに参加しました。 
 毎年、11月17日は 「世界早産児デー（World Prem-
aturity Day）」です。早産や早産児について考えるきっかけ
となるよう、世界各国でシンボルカラーである紫色を使用し、啓
発活動が行われています。 
 当院新生児科では、「こどもの命を救い、家族を支えたい」を
テーマに、ご家族やスタッフやからの応援メッセージを頂き、 

病棟前などに展示しました。展示をご覧になったご家族から
は、「励みになりました」というお声を頂きました。  
 新生児科には、年間約300名前後の早産児や先天性疾
患等を持つ赤ちゃんが入院し、専門的な医療を受けていま
す。これからも早産児だけでなく、入院している全ての赤ちゃん
とそのご家族を、支えます。  

 新型コロナウイルス感染症は、「新型インフルエンザ等感染
症」から「５類感染症」に移行しましたが、院内では平時より
様々な感染症対策を行っています。さらに次の新興感染症を
見据える必要があります。 
 今年度より、千葉県と感染症法に基づく「医療措置協定
（新型インフルエンザ等感染症、指定感染症又は新感染症
に係る医療を提供する体制の確保に必要な措置に関する協
定）」を締結しました。今後は、第一種協定指定医療機関と
して、流行初期より発熱外来の実施と病床の確保について、
役割を担う必要があります。そのため、今年度、千葉市保健
福祉局の健康危機管理課が企画した、新型インフルエンザ等
対策特別措置法に基づいた、関係機関と連携した訓練に参
加しました。訓練の内容は、千葉市保健所は患者相談と医
療機関との患者受け入れ調整、海浜病院は患者の診察と検
体採取、青葉病院は入院受け入れと患者収容を行いまし
た。新型コロナウイルス感染症患者の入院受け入れや発熱外
来の実践を数多く経験してきましたが、改めて、訓練後に頂い

た講評や指摘・検討事項から、導線やゾーニングを含む感染
対策について課題や改善点が多くあることを実感することがで
きました。 
 いつ起こるか分からない新興感染症に対し、病院に勤務す
るすべての関係者および患者家族が、感染対策について意識
し実践対応できるように、感染対策室も準備して参りますの
で、地域の皆さまにもご支援ご協力頂きたいと思います。 

新型インフルエンザ等対策実動訓練    副感染対策室長 髙本 京子  


